
別紙様式３ 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐南工業高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

         

２ 開催日時  令和５年６月５日（月） １０：００～１２：００ 

 

３ 開催場所  岐南工業高等学校 校長室  

        開催にあたり、委員による授業参観、校内見学を実施した 

         

４ 参 加 者  会  長  山 口 禎一郎   山口鋼業株式会社 

        副 会 長  後 藤 潤 一   同窓会・育友会役員 

        委  員  透    千 保    アナウンサー 

                       奥 田 智 彦   育友会会長 

正 村 美 里    岐阜県美術館 （欠席） 

                                                                 

              学 校 側  各 務 友 浩  校長 

              柴 田 祐 一  教頭 

              大 西    護    教頭 

新 田 雄 一  事務長 

福 永 繁 隆    総務部長 

              三 輪 照 導    生徒指導部長 

              村 瀬 太 康    進路指導部長 

            稲 葉 尚 人   工業部長   （欠席） 

                                                                            

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）授業参観・校内見学について 

    （ア）教室の授業参観 

・タブレット端末を使用した授業展開の説明 

    （イ）実習棟での電気工学科（電気工事）機械工学科（製図、旋盤、フライス盤、溶接）

自動車工学科（ディーゼルエンジン）の実習の参観 

     

   意見１：授業の様子、実習の姿を拝見したが、岐南工の生徒は真面目な生徒が多い。座学で

学んだことを実験や実習、実技で実践し、技術者として必要な知識や技術及び態度

を身に付けていることがわかった。大きな機械を動かし危険ではないか。 

⇒安全に実習を行うために企業から講師を招いて安全講習を行っている。 

 

   意見２：生徒が集中して実習に取り組んでいる姿、中学校では工具も手にしたことのない生

徒が取り組んでいる実習の内容に驚いた。 

 



別紙様式３ 

   意見３：生徒が素直に指導を聞いている姿に感銘した。 

 （２）令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画について 

校長から教育指導の重点及び学校経営計画 

総務部長から「総務・学習部の方針と重点」 

生徒指導部長から「生徒指導部の方針と重点」 

進路指導部長から「進路指導部の方針と重点」 

教頭から「工業部の方針と重点」 

  

※昨年度学校運営協議会からの働きについて 

・通学路の交通安全の確保について（岐南工業高等学校北 ＪＲ東海道線高架下交差点） 

     交通量調査を実施し、警察や役所、教育委員会、自治会へと働きかけを行った。 

     しかしながら改善される返答には至らない。 

   

意見１：地域でも危険な交差点として把握されている。委員として安全対策に協力できることがな

いか検討、対応します。 

 

・校内のトイレについて 

       本校生徒 693名中 41名が女子生徒。女子トイレについては 16ヶ所中 3ヶ所。女子生徒の

増加に伴い、女子生徒のトイレ数が不足している。来年度には本館の改修工事が入る予定

であったが、来年度岐阜県で総文祭が行われ、本校校舎を利用するため改修工事は再来年

度となる。工事に合わせて小便器を撤去して洋式で個室化し、自宅のトイレ同様に男女共

用化のトイレ設置も検討していくことで生徒が安心できる空間への配慮にもつながる。 

 

意見２：ものづくり離れや普通科志向により工業高校進学希望者の減少と厳しさを増している。中

学生やその保護者、中学校教員等には工業高校の実態や魅力が十分に伝わっていないため、

工業高校への理解を深めるためにもホームページやインスタグラム等の SNSを活用し、生

徒が楽しく活躍している様子を発信していくことが大切である。学校の PR方法にもう少

し工夫をしてほしい。 

      ⇒担当の教職員だけでなく生徒からの意見も取り入れ工夫していく。 

    

意見３：工業高校としてメーカーとのコラボや企業からの安全教育などより充実するために行うと

よい。 

           ⇒コンテストやものづくりの指導、アドバイス、安全教育講習など実施しているものもある

が、より充実させていく。 

    

意見４：県図書館や美術館、科学館などが隣接しており、授業等で利用する機会を設けるとよい。 

     ⇒美術の授業で県美術館に見学に行くなど実施しているが、機会が少ないため増やしていく。 

    

意見５：入学志願者を増やすために、本校で「何がやりたい」「どんな人になりたい」を考えれる

よう明確に見える化していくとよい。 

 

 

６ 会議のまとめ 

      第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校運営基本方針について承認が得

られた。委員の意見を参考に今後の学校運営に役立てていく。 

      第２回学校運営協議会では、学校行事を通して、生徒の活動の様子を見ていただき、本校へ

の理解をより深めていただくとともに、忌憚のない意見と検討を踏まえてよりよい学校運営を

目指して行く事を予定している。 


